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②学校と地域
の課題

02 青少年の
健全育成

地域学校コーディネーターを中
心に地域住民や学校からの声
をきき、漁業・林業体験から地
域学習、郷土食にかかわる体
験などを展開している。「山田
の学びプロジェクト」と共同で活
動を実施しているが、体験学習
の内容が固定化してきている
傾向にある。

・地域学校コーディネーターを中心として他
課や地域住民に協力を依頼し、新たな分野
の体験学習を実施する。
・学習の中心となっている「漁業体験」に加
え、令和６年度より「山田の学び」の一部と
して取り組む「林業体験」を継続するととも
に、地域からの声がけで実施した「米作り体
験」も新たな学習内容として位置づけられる
よう学校へはたらきかけを行う。
・新たに追加する体験学習によって地域住
民と学校が関わる機会を創出する。

・連続性を重視した体験学習プログラムの継
続
・地域住民が講師となる学習プログラムの継
続

・新たな活動を通して、学校がよ
り多くの地域住民とかかわる機
会が増える。
・地域住民からの協力を得て活
動を実施することで、子どもたち
の地元への更なる愛着の形成、
体験学習の楽しさを伝える。

地域学校協働活動
における地域住民の
参画率（参加ボラン
ティア数/18歳以上
75歳未満の住民数）

4 % 5 3.7
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を下回
り、取
組の工
夫・改
善が求
められ

る

【成果等】
・地域学校支援コーディネーターを中心に、学校からの声を
きき、他課や地域住民に協力を依頼しながら、漁業体験、地
域学習、郷土食体験など、「山田町だからこそできる」「ここで
しかできない体験」を多角的に取り入れて事業を展開した。
・「山田の学び」プロジェクトと共同実施するなかで、昨年度
に引き続き、町で生産される「しいたけ」に関する学習と植菌
体験を実施した。
・地域の農業生産組合からの声がけで始められた米作り体
験（田植え・稲刈り・講話）は、昨年度に引き続き実施され
た。漁業に関する学習が多いなかで、貴重な農業学習の機
会となっている。
・子どもたちの身近にある漁業に関する学びに加え、農業や
林業に関する体験をとおして、子どもたちは地域住民との新
たな関わりをもつとともに、地元への更なる愛着を形成する
場となっている。
【課題等】
・地域学校協働活動における地域住民の参画率は、目標値
には達することができなかった。
・町の人口が減少していくなかではあるが、地域住民参加者
数の割合を保ちつつ、子どもたちの学習環境の充実に努め
ていきたい。
・地域学校協働活動に関する情報の発信などを通して、これ
まで関わる機会がなかった住民にも情報を届け、参加のきっ
かけ作りとなるようにしたい。
【データ等】
・令和７年度実施した体験活動：63回
・参加児童生徒数（延べ人数）：2,541名
・地域住民参加者数（延べ人数）：330名
※町内18歳以上75歳未満の住民数：8,814名（R7.4.1時点）

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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